
様式第５号 

令和７年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 31 学 校 名 清水東高校定時制の課程 記 載 者 井島 秀樹 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己 
評価 

関係者 
評 価 

意見 

ア 

いじめ根絶 

・いじめの件数０件 

・巡回時の生徒指導０件 

・ネットパトロールからの指摘

０件 

・学校は安心して生活する事が

できる場所だと感じている

生徒・教員 100％ 

Ａ Ａ 

・いじめの卑劣さ、絶対悪を生

徒はよく理解しているよう

で、学校の努力に感謝したい。 

登下校及び

学校生活中

における事

故防止 

・学校内での事故０件 

・登下校時の交通事故０件 

Ａ Ａ 

・世間一般的であるが、自転車

に乗り、スマホを操作してい

る姿はかなり少なくなった。 

防災対策の

充実 

・「防災訓練は大切である。」 

と答える生徒 100％ 

・「家庭で非常時の準備をし 

ている。」と答える生徒 

90％以上 

・地域の防災訓練参加率 50％ 

以上 

Ｂ Ｂ 

・参加率 50％以上を目標とする

のは無理がある。地域防災訓

練は土日実施のため、ボラン

ティア意識の向上がなければ

無理でしょう。 

・地域の防災訓練への参加は、

呼び掛けに加えて、実施日を

確認させることも必要。 

イ 

挨拶と丁寧

な言葉遣い

ができる。 

・「自ら挨拶することができ 

る。」と答える生徒 100% 

・「誰にでも丁寧な言葉遣い 

ができる。」と答える生徒 

100% 

Ａ Ａ 

・IT 機器の普及の中、人と直接

会って言葉を交わすことの大

切さを分かっている。また、

教員の数値あっての生徒の数

値であると思う。 

ソーシャル

スキルの育

成 

・「ソーシャルスキルに関す 

る項目について、身につい 

た。」と答える生徒 100％ 

・SEL や SST を実践すること 

ができたと答える教員 100% 

Ａ Ａ 

・SC の利用で SEL の内容が濃く

なるのでは、と思う。 

 



様式第５号 

 

自己肯定感

を高める。 

自己の成長

を実感でき

る。 

・自分の強み(良さ)を３つ以 

上答えられる生徒70％以上 

・「自分は成長した。」と答え 

る生徒 100% 

・「生徒ができるようになっ 

た事に注目して声掛けが 

できた。」と答える教員 100% 

Ａ Ａ 

・自分のストロングポイントと

同時に、ウイークポイントの

認識も必要であると思う。プ

ラスを伸ばし、マイナスを減

らすことで成長させていって

欲しい。 

欠席、遅刻を

減らす。 

・毎月の出席率 95％以上 

・毎日の遅刻平均３人以内 Ａ Ａ 

・いずれも目標の数値を超えて

いて、生徒の向上心が感じら

れる。 

教職員間及

び家庭との

連携充実 

・「情報共有ができた。」と答 

える教職員 100％ 

・「必要な際に、生徒及び家庭 

と情報共有できた。」と答え 

る教員 100％ 

・公式 SNS による情報発信を 50 

件以上行う。 

Ａ Ａ 

・情報共有で 100％の教員が「で

きた」と答えることは、様々

な分野でかなり努力されてい

るのだと思う。問題があって

もコミュニケーションの範囲

内で解決できるのではない

か。 

法律及び校

内ルールの

遵守の徹底 

・生徒指導０件 

Ｂ Ｂ 

・生徒指導が４件発生したこと

は残念であるが、外部機関や

特別支援学校等の協力も得ら

れているとのことで安心して

いる。 

ウ 

多様性に対

応した個別

最適な学び

の実践 

・「静岡市発達障害者支援セ 

ンター「きらり」との連携 

が有用だった。」と答える 

教員 100% 

・「中学校時より学力が向上 

した。」と答える１年生 

100％ 

・「ＴＴにより、理解が深ま 

った」と答える生徒 100％ 

・「授業内業が全く理解でき 

ない。」と答える生徒 0％ 

 

Ｂ Ａ 

・目標の 100％に達していないと

のことだが、「きらり」との連

携を有用とする生徒が在籍す

ることを考慮すれば、Ａと評

価しても良い。 

・ダイバーシティに基づく学び

の実践は昔では考えられなか

ったことで素晴らしい。目標

値に至らなかったとしても、

十分に目的は達せられている

のではないか。 

・引き続き、外部機関と連携し

た多様性理解教育を推進して

ほしい。 

エ 

校務や授業

への一人一

台端末や学

習系クラウ

ドサービス

の活用 

・「校務や授業で一人一台端 

末を活用することができ 

た。」と答える教員 100％ 

・研修などで学んだことを業 

務や授業に取り入れた教 

員 100% 

・「一人一台端末を活用する 

ことにより、学力が向上し 

た。」と答える生徒 80％以 

 上 

Ａ Ａ 

・現代社会に必須となった IT機

器の活用を生徒に習得させる

ために、まず教員が慣れる必

要があるということを理解さ

れていると思う。 



様式第５号 

観点別学習

状況評価を

基にした授

業改善の実

践 

・「授業内容を精選し、生徒 

に合わせた授業実践がで 

きた。」と答える教員 100％ 

・「学習評価を基に授業改善 

を行う事ができた。」と答え

る教員 100％ 

Ａ Ａ 

・より良い授業を行い、より適

切な評価をするために３点に

整理された観点別学習評価を

活用されているようで、大変

良いと思う。 

オ 

スクールカ

ウンセラー 

(ＳＣ)と連

携強化 

・「ＳＣを利用したことによ 

り状況が改善した。」と答 

える生徒 80％以上 

・「ＳＣを利用したことによ 

り生徒の様子が改善した。」

と答える教職員 80％以上 

Ａ Ａ 

・ＳＣの活用により生徒のメン

タルサポートをして欲しい。 

カ 

キャリア教

育の充実 

・「講演会を聞いて、自身のキ 

ャリアについて考えるよう 

になった。」と答える生徒 

100％ 

・「アルバイト等に従事してい 

る。」と答える２年生以上の 

生徒 80%以上 

・「自分の希望する進路が実現 

できた。」と答える卒業生 

100％ 

Ｂ Ａ 

・自分の進路について考えてい

なかった生徒が数名いたこと

は残念。進路指導のみでなく、

他の機会でも話題にしていく

事が必要ではないか。 

・インターンシップやボランテ

ィア活動をした経験があるこ

とは、卒業生を受け入れる大

学・専門学校や就職先等にと

って、重視したいポイントで

あると考える。 

・82％の生徒が自身のキャリア

について考えるようになった

と答え、75％の生徒がアルバ

イトに従事しているのは、目

標に対して上出来であると思

う。 

キ 

休暇取得の

推進 

・夏季休暇取得率 100％ 

・年休取得率 80％以上 Ａ Ａ 

・取得率が高いということは、

魅力のある職場と見える。 

退勤時間の

厳守 

・月間の超過勤務時間平均 20 

時間未満 
Ａ Ａ 

・月間の超過勤務時間の平均が

14.1 時間だったということ

は、業務の効率化が具現化さ

れたのだと思う。 

業務の削減

及び見直し

の推進 

・会議資料のペーパーレス化 

100％ 

・学校経営計画を踏まえた各分 

掌の業務、1つ以上削減 

・学校経営計画を踏まえた各教 

職員の業務、1つ以上削減 

Ａ Ａ 

・業務の効率化は、世のあらゆ

る部門で必須である。働き方

改革を更に進めてほしい。 

 



様式第３号 

令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 31 学 校 名 清水東高校定時制の課程 校 長 名 井島 秀樹 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

いじめ根絶 

・いじめの件数０件 

・巡回時の生徒指導０件 

・ネットパトロールからの指 

摘０件 

・学校は安心して生活する事 

ができる場所だと感じて 

いる生徒・教員 100％ 

・０件 

・０件 

・０件 

 

・生徒 92.7％、 

教員 100％ 

Ａ 

・いじめや巡回中の問題行動はなく、

ネットパトロールの結果を見ても、生

徒がマナーを意識してスマホを利用

していると思われる。 

・多くの生徒が安心して学校生活を送

っていることが分かるが、一部の生徒

が不安を抱えて登校していることも

分かった。 

 

登下校及び

学校生活中

における事

故防止 

・学校内での事故０件 

・登下校時の交通事故０件 

・１件 

・１件 

Ａ 

・体育大会で負傷した生徒がいたが、

迅速な対応ができた。 

・自転車と自動車の事故だったが、ヘ

ルメットの着用により、大きな事故に

はならなかった。ヘルメットの着用を

継続して呼び掛けていきたい。 

 

防災対策の

充実 

・「防災訓練は大切である。」 

と答える生徒 100％ 

・「家庭で非常時の準備をし 

ている。」と答える生徒 

90％以上 

・地域の防災訓練参加率 50％ 

以上 

・100％ 

 

・83.3％ 

 

 

・ 4.8％ 

Ｂ 

・防災訓練の大切さは理解している。 

・防災についての準備は昨年度より微

減している。 

・地域防災訓練の参加率は昨年度と大

差がなく、低調である。地域の防災訓

練の日時を確認できるように指導す

る必要がある。 

 

イ 

挨拶と丁寧

な言葉遣い

ができる。 

・「自ら挨拶することができ 

る。」と答える生徒 100% 

・「誰にでも丁寧な言葉遣い 

ができる。」と答える生徒 

100% 

・100％ 

 

・100％ 
Ａ 

・生徒が挨拶や丁寧な言葉遣いを意識

していることが分かる。生徒と教員の

関係性が良いことの表れであるが、今

後は、外部講師や来客等へのかかわり

方等の指導もしていきたい。 

 

ソーシャル

スキルの育

成 

・「ソーシャルスキルに関す 

る項目について、身につい 

た。」と答える生徒 100％ 

・SEL や SST を実践すること 

ができたと答える教員

100% 

・98.8％ 

 

 

・100％ 

Ａ 

・他者の様子から気持ちを感じること

や状況に応じた行動をとることがで

きる生徒が増えている。 

・全ての教員が実践している。今後は、

校内研修により実践内容を深化して

いくことが必要と考える。 

 

 

 



様式第３号 

イ 

自己肯定感

を高める。 

自己の成長

を実感でき

る。 

・自分の強み(良さ)を３つ以 

上答えられる生徒70％以 

上 

・「自分は成長した。」と答え 

る生徒 100% 

 

・「生徒ができるようになっ 

た事に注目して声掛けが 

できた。」と答える教員 

100% 

・73.8％ 

 

 

・90.2％ 

 

 

・100％ 
Ａ 

・自分の強みを３つ以上答えられた生

徒は、昨年度から増加し、目標を達成

することができた。 

・昨年度に比べ、「自分は成長したと

感じている生徒」は減少してしまった

が、「全く成長を感じない」と回答し

た生徒には学校生活への意欲が落ち

ないように声掛け等を行っている。 

・教員が授業や学校行事においてや生

徒の学習意欲が喚起されるように声

掛けをし続けている。 

 

欠席、遅刻を

減らす。 

・毎月の出席率 95％以上 

・毎日の遅刻平均３人以内 

・95.1％ 

・1.26 人 

Ａ 

・長期欠席する生徒が一人見られた

が、多くの生徒が元気に登校してい

る。教員の声掛けや授業進度、学校行

事の内容が、生徒にとって適切である

と考える。 

 

教職員間及

び家庭との

連携充実 

・「情報共有ができた。」と答 

える教職員 100％ 

・「必要な際に、生徒及び家 

庭と情報共有できた。」と 

答える教員 100％ 

・公式 SNS による情報発 

 信を 50 件以上行う。 

・100％ 

 

・100％ 

 

 

・50 件 
Ａ 

・教員間の情報共有は、職員室や生徒

相談室で、個人情報の保護に留意しな

がら適切に行うことができた。 

・教員と家庭との情報共有は十分にで

きたが、家庭への連絡が夜遅くなるこ

とがあり、課題があると感じた。 

・SNS と学校ホームページを連携した

情報発信についても継続して行って

いる。 

 

法律及び校

内ルールの

遵守の徹底 

・生徒指導０件 ・４件 

Ｂ 

・問題行動の原因に、発達障害等、当

該生徒の特性によるものが見られた。

「きらり」等の機関や清水特別支援学

校の協力を得ながら、社会性を身に付

ける指導に取り組むことによって改

善したい。 

 

ウ 

多様性に対

応した個別

最適な学び

の実践 

・「静岡市発達障害者支援セ 

ンター「きらり」との連携 

が有用だった。」と答える 

教員 100% 

・「中学校時より学力が向上 

した。」と答える１年生 

100％ 

・「ＴＴにより、理解が深ま 

った」と答える生徒 100％ 

・「授業内業が全く理解でき 

ない。」と答える生徒 0％ 

 

・100％ 

 

 

 

・92.7％ 

 

 

・88.5％ 

 

・7.3％ 

Ｂ 

・「きらり」からの助言や情報提供が

適切で、授業や生活指導に活用しやす

いことが 100％という結果になってい

る。今後も連携していきたい。 

・学力向上を感じている1年生が多い。

今後は、「どの科目にも前向きに取り

組む」といった姿勢や態度を身に付け

られるよう、学習指導以外からのアプ

ローチも必要と考える。 

・92.7％の生徒が授業を理解している 

ことになる。全体指導と個別指導のバ

ランスを図りながら学習指導を進め

ていきたい。 

 



様式第３号 

エ 

校務や授業

への一人一

台端末や学

習系クラウ

ドサービス

の活用 

・「校務や授業で一人一台端 

末を活用することができ 

た。」と答える教員 100％ 

・研修などで学んだことを業 

務や授業に取り入れた教 

員 100% 

・「一人一台端末を活用する 

ことにより、学力が向上し 

た。」と答える生徒 80％以 

上 

・100％ 

 

 

・100％ 

 

 

・78.6％ 

Ａ 

・GoogleClassroom や C-learning 等、

教員と生徒のタブレット端末の活用

は日常化しており、無くてはならない

ものになっている。今後は、業務の効

率化を促進するアプリケーションの

導入を検討したい。 

・年度始めに個人情報等の管理に関す

る研修を行った。タブレット端末や

NES パソコンへの情報の保存に関する

ルールに基づいて活用できた。 

・タブレットは、生徒にとってスマー

トフォンより学習に活用しやすく、筆

記用具のように気軽に使えている。

様々な教育活動の場面で使えるよう

に教員のスキルアップと合わせて活

用を促進したい。 

 

観点別学習

状況評価を

基にした授

業改善の実

践 

・「授業内容を精選し、生徒 

に合わせた授業実践がで 

きた。」と答える教員 100％ 

・「学習評価を基に授業改善 

を行う事ができた。」と答

える教員 100％ 

・100％ 

 

 

・100％ 

Ａ 

・定期訪問での指導助言の活用や、授

業での生徒の様子を職員間で共有す

ることができていることが 100％につ

ながっていると考える。 

・観点別学習評価を基に学習集団にと

って適切な課題の設定や授業実践を

行うことができた。今後は、シラバス

や年間指導計画の改善につなげてい

きたい。 

 

オ 

スクールカ

ウンセラー 

(ＳＣ)と連

携強化 

・「ＳＣを利用したことによ 

り状況が改善した。」と答 

える生徒 80％以上 

・「ＳＣを利用したことによ 

り生徒の様子が改善し 

た。」と答える教職員 80％ 

以上 

・100％ 

 

 

・100％ 
Ａ 

定期的にスクールカウンセラーと面

談をする環境があることは生徒のメ

ンタルサポートの助けになっている。

スクールカウンセラーを活用した生

徒は７人であり、定期的にカウンセリ

ングしてもらっている生徒は２～３

人と少ない。 

 

カ 

キャリア教

育の充実 

・「講演会を聞いて、自身の 

キャリアについて考える 

ようになった。」と答える 

生徒 100％ 

・「アルバイト等に従事し 

ている。」と答える２年 

生以上の生徒 80%以上 

・「自分の希望する進路が実 

現できた。」と答える卒業 

生 100％ 

・82.9％ 

 

 

 

・75.0％ 

 

 

・100％ 
Ｂ 

・「自分の進路について考えることを

全く思わなかった」と回答する生徒も

７人おり、講演会後の指導や面談等で

進路について話題にしていく必要が

ある。 

・アルバイト従事率は、昨年度に比べ

微減している。面接等が苦手でアルバ

イトに落ちている生徒がいることを

踏まえ、インターンシップの活用から

従事率を上げていきたい。 

・卒業生は、希望する進路先に就職や

進学を決めている。 
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キ 

休暇取得の

推進 

・夏季休暇取得率 100％ 

・年休取得率 80％以上 

・100％ 

・100％ 
Ａ 

・夏季休暇の取得率や年休の計画的な

取得ができた。今後は、出張先からの

居住地着や、看護休暇等の利用が促進

されるように意識していきたい。 

退勤時間の

厳守 

・月間の超過勤務時間平均 20 

時間未満 

・14.1 時間 

Ａ 

・退勤時間を意識して業務にあたるこ

とで、超過勤務時間が減少していると

思われる。今後は、教員が放課後の部

活動の終了時刻に注意し、退勤時刻が

終業時刻である21:30を超えない日を

多くしていきたい。 

業務の削減

及び見直し

の推進 

・会議資料のペーパーレス化 

100％ 

・学校経営計画を踏まえた各 

分掌の業務、1 つ以上削減 

・学校経営計画を踏まえた各 

教職員の業務、1 つ以上削 

減 

・100％ 

 

・６つの業務を削減 

 

・６つの業務を削減 
Ａ 

・昨年度から実施している職員会議資

料や名簿等の個人情報に関する資料

のペーパーレスを継続することがで

きた。 

・分掌業務や担当業務において削減や

効率化を進めることができた。業務の

効率化による業務の重点化を促進し

ていきたい。 

 


